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（学年）第２学年，（教科・科目）数学・数学Ｂ                  一斉学習  

 

（単元） ベクトルと平面図形 

 

（本時のねらい）  

関数グラフ作成ソフトを用いて，ｔの値を変え，a＋td が直線を表すベクトル方程式に

なっていることを理解させる。また，1 点を通り，ｄに平行な直線を表すベクトル方程式，

直線の媒介変数表示，異なる 2 点を通る直線のベクトル方程式を求めることができる。 

 

（ICT 活用方法）  

 生徒１人１台端末で関数グラフ作成ソフトの残像機能を用いてベクトル方程式が，どの

ような図形を表しているかを視覚的に理解しやすくする。また，電子黒板でも共有し全体

の理解を図る。  

 

（本時の展開） 

時間 学習活動  指導事項  ICT 活用方法  

導入 

5 分 

・ベクトル方程式につ

いて理解する。  

・直線上にある点の存在条

件からベクトル方程式を

導く。 

 

展開 

40 分  

・定数倍の位置ベクト

ルが表す位置を図示

する。 

 

・ a+td が表す位置ベク

トルが直線になるこ

とを予想する。  

 

・関数グラフ作成ソフ

トで実際に動かし，実

際に直線になること

を理解する。  

 

・直線の媒介変数表示

を学ぶ。  

 

 

・2 点を通る直線のベク

トル方程式を理解す

る。  

 

・位置を表すベクトルであ

ることを強調する。  

 

 

・いくつか具体例を提示し，

予想しやすくする。  

 

 

・スクリーンで手順を写し

ながら関数グラフ作成ソ

フトがスムーズに開始で

きるようにする。  

 

・ベクトル方程式で成分に

着目した考え方であるこ

とを理解させる。  

 

・数Ⅱで学習した 2 点を通

る直線と本日習った a+td 

に関連づけて指導する。  

・電子黒板でデジ

タル教科書を投

影する。  

 

 

 

 

 

・個人端末で関数

グラフ作成ソフ

トを操作する。  

 

 

 

 

 

 

・数Ⅱのデジタル

教科書を投影す

る。  
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まとめ 

5 分 

・本時の振り返りをす

る。 

・復習問題により，自己の理

解度を認識させる。  

 

・タイマー表示  

・教育クラウドサ

ー ビ ス で の 確 認

テ ス ト の 配 信 と

今 日 の 振 り 返 り

の記入。  

 

（授業の様子）                    

関数グラフ作成ソフトを電子黒板で投影した様子      電子黒板の投影画面上に加筆説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生徒の反応と課題，改善を要する点） 

 事前に生徒個人の端末に関数グラフ作成ソフトをインストールし基本的な操作方法に慣

らしておく等準備に時間がかかった。当日は，ほとんどの生徒が自分で操作できており直

感的に理解できていたように思う。また，確認テストを教育クラウドサービスで配布す

ることでペーパーレスにも貢献でき，授業の振り返りを手軽に行えるのもよい。しかし，

クラスに数人はログインできなかったり，動作が極端に遅かったりするなど接続面での問

題もある。また，黒板全体が電子化されると尚一層使いやすいと感じた。点の存在範囲を

指導する際においても変数を変えた際の様子が想像しやすいように思った。  


